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しかし、必要なことはただ一つだけである。

マリアは良い方を選んだ。それを取り上げ

てはならない。    

 （ルカによる福音書 10章 42節） 

 

イエス様一行がある村に入ったときに、

マルタという女性がイエス様を家に招き

入れます。マルタはイエス様一行をもてな

そうとして、自分の家に入れました。マル

タという名前は「女主人」という意味で、

文字通り家のあらゆることを取り仕切っ

ていた人なのでしょう。そしてもう一人の

女性も登場します。その名はマリアです。 

マリアはイエス様の足もとに座って、彼

の話に聞き入っていました。イエス様の周

りには弟子たちもいました。弟子たちもき

っと同じように、イエス様の足もとに座っ

て、その話に聞き入っていたことでしょう。 

わたしたちの感覚からすると、別におか

しくはない光景です。しかし当時の社会で

は、これはありえないことでした。そのこ

ろ、だれかの足もとに座ってその話を聞く

ことは、その人の弟子がすることでした。

つまりマリアは、イエス様の弟子のように

ふるまっていたということです。しかしユ

ダヤ教の教師たちは、女性が自分たちの弟

子になることを許していませんでした。話

している自分たちの前で、女性がひざまず

くことなどは考えられなかったのです。マ

リアはただ手伝いをさぼっていたのでは

ありません。マリアは社会的に越えてはな

らないとされていた壁を乗り越えていた

のです。 

そしてマルタは、お客さんを迎え入れた

家の女性は何をするべきなのか、社会の常

識に照らし合わせて考えていたのです。マ

リアの姿を見たマルタの心は、きっと乱れ

ていたでしょう。イエス様はくるくる働く

自分の姿に気づいて

いるのか、気づいてい

ないのか。イエス様や

弟子たちをもてなす

準備がなかなか進ま

ないイライラもあっ

たことでしょう。そし

て怒りの矛先は、マリ

アに向かいます。マリ

アがいるところは、座ってはいけないとこ

ろなのです。女性だったらわたしと同じ所

に立たなければいけない。わたしと同じよ

うに働かなければいけない。 

マルタはいつしか、自分のやっているこ

とだけが正しいと考えてしまいました。い

つしかイエス様のための奉仕ではなく、自

分中心のことになっていたのです。そして

ついには、イエス様にさえ文句を言ってし

まうのです。「マリアのことをあなたは何

とも思わないのですか」と。 

わたしたちも自分が一生懸命になれば

なるほど、忙しければ忙しいほど、周りが

気になってしまうことはないでしょうか。

そのような思い煩いが心の目をさえぎっ

てしまい、本当に大切なことが見えなくな

るのです。 

本当に大切なこと、それは、マリアはみ

言葉を求めていたということ。そして、マ

ルタのすぐそばに、み言葉があったという

ことです。そのみ言葉に集中することこそ、

わたしたちに求められていることなので

す。 

 

 

桃山基督教会 

〒612-8039 

 京都市伏見区御香宮門前町 184 

℡/Fax 075-611-2790 

メールmomoyama.kyoto@nskk.org 

＜教会ホームページ＞ 

http://momoyama.hannnari.com/ 


